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2018 Season Result
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皆様のご支援のおかげで、2018シーズンも、
2017シーズン以上に様々な成果を成し遂げる事ができました！

➢ 後期シーズン怒涛の追い上げ
シェムリアップに完全移転を果たした今シーズン。カンボジアサッカー界初のホームタウン移転の影響もあり、メンバーが大きく変
わったため、シーズン序盤は中々結果を出せずに苦しみました。しかしながら、シーズンを通し徐々に新たな環境に慣れていく
ことで、チーム全体の方針が選手、コーチに浸透していきました。後期シーズンに入り、リーグ戦、カップ戦を並行して行う過密
日程の中、前期の遅れを挽回しようと一丸となったチーム。フンセンカップでは過去最高の3位入賞に。特にプノンペン・クラウ
ン戦では前節の三点差をひっくり返す見事な逆転劇を起こす、後期シーズンを象徴する試合となりました。また、リーグ戦の
みで言うと、9試合連続負けなしなど、来シーズンの大きな飛躍を予感させるチームの活躍が見られました。

➢ 地域貢献活動・ホームタウン活動の増加
2018シーズンは、毎シーズン実施している1 Child 1 Ball Project、サッカークリニック、孤児院や学校訪問以外に、アン
コールマラソンへの参加、病院への寄付、清掃活動の実施、村の子供達をホームゲームに招待、日本人会主催のイベントに
参加、シェムリアップの地域企業・クラブとの提携、「最多人数参加サッカー」ギネス記録達成などを通して、シェムリアップにお
ける地域貢献活動を促進させました。

➢ 10人のシェムリアップ出身選手
シェムリアップ移転の目的の一つであるプロサッカーチームのローカライズを具現化するため、地元出身選手の比重を高め、育
成に重きを置いております。今シーズンは合計で10人もの地元出身選手がタイガーでプレーをしています。特に、キャメロン、
ブナ、セイハ、ナレットはチームの中心としてシーズンを通して活躍し、大きな貢献をチームに残してくれました。

2018シーズンも応援頂き誠にありがとうございます。
2019シーズンも2018シーズン以上の結果を出せるようチーム一丸取り組んで参ります！



Owner, GM, Head Coach

Comments
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Owner Comments
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今季も応援ありがとうございました。

今季でタイガーの運営を始めて4年目を終えました。
シーズンが終わるといつも「今年はどれだけ多くの人に夢と
希望と勇気を感じてもらえただろうか」と思います。

毎年、少しずつタイガーの成長を感じていますが、
今季はクラブとしてステージアップしたこともあり、これま
でで一番多くの人に夢と希望と勇気を感じてもらえたと思い
ます。

定量的にも、
・2018年カンボジアリーグ平均観客数No.1
・カンボジアリーグの観客数記録更新
・クラブとしては初の3位（フンセンカップ）

定性的にも感動を呼ぶような、勇気が出るような試合を選手
達は何試合も見せてくれました。
逆にリーグ戦では過去最低の8位となってしまいましたが、
何よりもクラブ全体の成長をはっきりと感じ取れました。

シェムリアップに訪れた多くの記者にもなぜタイガーは（そ
こまでは強くなくて、スタジアムもボロボロなのに笑）他の
クラブと違って、こんなにもファンに愛されて、スタジアム
に沢山観客が来るの？と聞かれたり、カンボジアのサッカー
を発展してくれてありがとう。と何回も言われました。



Owner Comments

今でこそ、シェムリアップで愛されるクラブに成長しました
が、2年前にシェムリアップへの移転を決断した時には様々
な葛藤がありました。

・経済的にも大きいプノンペンを離れる
・選手獲得の難易度・コストが上がる
・アウェイ遠征でコストがあがる
・プノンペンのスタジアムと違って、ピッチも観客席もボロ
ボロ、トイレもない
・これまでプノンペンのスタジアムで作った運営オペレー
ションを再構築しなければならない

移転しない、現状維持という選択が無難でした。

しかし、一方でこんなチャンスもありました。
・プノンペン一極集中から脱しないとカンボジアサッカーは
発展しない
・サッカー未開拓のシェムリアップで競合となるクラブやエ
ンタメが少ない
・アンコールワットの観光需要を取り込めるチャンスがある

踏み出したからには必ずそれを正解にする、という意志を
持ってクラブ全体で前に進みました。一人一人のそういった
姿勢が滲み出てファンがついてきてくれたのだと思います。
来季も攻め続けていきたいと思います！

～前に向かう意志が明るい未来を切り拓く～
アンコールタイガーFC オーナー

加藤明拓
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いつもアンコールタイガーFCの応援ありがとうございます。

2018シーズンは主にこんな形で見える結果を得ることがで
きました。

・フンセンカップ初の3位入賞
・リーグにおいてシーズン通した観客動員数1位を記録
・リーグにおいて1試合での最高観客動員数を記録

一方でリーグの順位は過去最低の8位を記録。

2017年と同じくシーズン序盤に苦しみ、開幕から3連敗、勝
ち点を積み上げられない状況など、2017年からの教訓を活
かせず、移転や人員・体制変更のインパクトを再認識する形
となりました。

また、今年大きく感じたことは、アンコールタイガーFCが
カンボジアサッカー、シェムリアップという地域において
担っている役割が非常に大きいということ。

タイガーの選手になりたい、スタッフになりたい、
いつアカデミーはできるの、街中でいつも応援してるよとの
声、ホームゲームを重ねるごとに大きくなる声援、
ゴールや勝った時に飛び跳ねて喜ぶ人、
チームを何かしらの形でボランティアやサポートしてくれる
方、
きりがありませんが、目に見えるほど増えました。
チームを通して何か感じとってくれたからそういった声が増
えたと感じています。
非常に嬉しいです。

GM Comments
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GM Comments

改めて下記のTIGERバリューをチームとしてチーム関係者が
体現し、それを通してチームに関わる人全てに対して夢や希
望や勇気等を感じ取ってもらうことが永遠のミッションだと
再認識したわけですが、

Toughness
Integrity
Growth
Excitement
Respect

今年は自分が関わった3シーズンにおいて一番充実したシー
ズンであり、同時に自分自身がチームや選手、サポートして
くれる全ての方から夢や希望や勇気などの前向きな姿勢をも
らうことができました。
フンセンカップ3位入賞、ホーム最終節のボンケット戦の
4200人の来場は忘れられない経験です。
毎年今年が一番良いシーズンだったと言える年にしていきた
いです。

いつも応援誠にありがとうございます。
僕らの原動力となっています。

2018シーズンは終わりましたが、これから2019シーズンの
準備を進め、闘える体制をしっかり整えていきます。
引き続き応援のほどよろしくお願いします。

アンコールタイガーFC GM
篠田悠輔



Head Coach Comments

いつもアンコールタイガーFCを応援していただき、
ありがとうございます。

2018年シーズンは良い結果、悪い結果が共に表れ、様々な想い
が駆け巡る複雑なシーズンとなりました。今シーズン、監督とし
て一番大きく感じたものは「成功とはいつも困難や苦難を通し、
多くを学んだ後に訪れる。」ということでした。

日々の鍛錬を怠らず、積み重ね続けることは簡単な事ではありま
せん。しかし、その辛いことに対してのモチベーションや、積み
重ねることでよりうまく、より強くなるという信念がブレないの
は、他ならぬ、シェムリアップにいる多くのファン、スポンサー、
フロントスタッフ、オーナーアキの絶え間ない努力のおかげなの
です。ここで深く感謝申し上げます。

最後に、次のシーズンではタイガーが更なる飛躍、大きな輝きを
示すことを関係者の方々に伝えなければなりません。シーズン終
盤9試合で選手たちが必死になって「全ては可能」であると示し
たように、また、フンセンカップでタイトルまであと一歩まで来
たように、来シーズンでは、より素晴らしく、より強く、より逞
しくなることを誓います。

アンコールタイガーFC 監督
Oriol Mohedano Segura
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About Angkor Tiger FC
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チームミッション
カンボジアの夢と希望と勇気の

象徴として、
国民の生活に欠かせない

心の潤いとなる

強化ビジョン
①ASEAN No.1
②ハイプレス・

ポゼッションサッカー
③選手育成～輩出クラブ

運営ビジョン
①ゲームの勝敗だけではない

感動や絆の提供
②独立採算、サスティナブルな経営
③サッカーと周辺ビジネスのハブ

Mission & Vision
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History of Angkor Tiger FC

２０１４年

【12月】
• 前GM 吉田がトライ・アジア・プノンペンFCから事業譲渡を受ける。
その後、自己資金でクラブ運営しクラブ存続に向けオーナー探しを
実施。

２０１5年

【3月】
• 株式会社フォワードが経営権を継承し、
クタブ名を「Cambodian Tiger FC」に変更。

【12月】
• 国内リーグ順位3位。プレーオフで4位に入る。

２０１6年

【3月】
• 小市琢磨氏が特別顧問に就任。
【8月】
• イガンムFC(ナイジェリア5部)への出資及び業務提携。

【9月】
• 国内リーグ順位6位。
【12月】
• 2017シーズンよりシェムリアップに本拠地を移転することを発表

２０１7年

【2月】
• シェムリアップに本拠地を移転。
【6月】
• 田口茂樹氏、石田繁樹氏がアドバイザーに就任。
【7月】
• デイビット選手(当時13歳)と契約。
カンボジア国内最年少プロサッカー選手の誕生。

• ネクストステップとスクールパートナーシップ契約締結。
• 2018シーズンからクラブ名を「Angkor Tiger FC」に
変更することを発表。

【10月】
• キリドンレイアカデミーとスクールパートナーシップ契約締結。
【12月】
• 国内リーグ順位6位。

２０１8年

【1月】
• クラブ名を「Angkor Tiger FC」に変更
【5月】
• シェムリアップにチーム完全移転
【6月】
• 初のシェムリアップダービー。観客数3245人
【9月】
• 国内リーグ順位8位、国内カップ初入賞3位
• 1試合での最高観客動員数4200人を記録
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DF
4

ブナ
1998.11.28（19）

2018~
Soltilo

DF
5

林 遼太
1995.4.10（23）

2018~
法政大学

DF
8

コンペア
1992.2.1（26）

2017~
Boeung ket

DF
14

フィン
1998.9.12（20）

2017~
Naga

GK
27

ソンポウ
1996.3.30（22）

2017~
スバイリエン州

2018 Season Players

国籍
ポジション
背番号

名前
生年月日（年齢）
タイガー在籍年

前所属

GK
1

荻野 賢次郎
1991.9.14（27）

2018~
AEU

GK
22

マイ
1987.10.1（31）

2015 ~
AEU
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DF
17

ゴー
1994.1.25（24）

2015~
Svay Rieng

MF
6

ナリッ
1996.11.17（21）

2018~
Soltilo

MF
7

セイハー
1996.8.10（22）

2017~
Siem Reap州

MF
18

杉山丈一郎
1993.6.7（25）

2018~
HILAL BERGHEIM

DF
20

チョーイ
1989.5.10（29）

2018~
Visakha

DF
39

ピサ
1995.3.3（23）

2018~
PP Crown

2018 Season Players

DF
19

セレイ
1995.8.3（23）

2015~
ー

DF
30

ピセイ
1994.9.6（24）

2018~
Soltilo
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MF
24

バン
1996.12.29（24）

2017
ー

MF
72

タック
1994.9.13（24）

2018
Army

FW
9

岡本 一輝
1996.1.28（22）

2018
横浜桐蔭大学

FW
10

ペアヤング
1994.6.7（24）

2015
ー

FW
11

キャメルン
1996.1.15（22）

2017
シェムリアップ州

MF
34

スナ
1999.9.13（19）

2018
Soltilo

2018 Season Players

MF
31

ウドン
1994.7.4（24）

2018
Soltilo

MF
32

深澤 仁博
1977.7.12（41）

2017
Naga
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FW
16

ロザン
2001.3.18（16）

2018
シェムリアップ州

コーチ

リティ
1980.1.1（38）

2015
ー

通訳

ベン
1992.3.1（26）

2017
ー

用具係

ビスナ
1991.11.2（26）

2017
ー

トレーナー

新田 昇悟
1984.8.11（34）

2015
ー

コーチ

ジョルディ
1995.11.12（22）

2018
ー

2018 Season Players

FW
23

ソックン
2001.7.24（17）

2018
シェムリアップ州

監督

オリオル
1986.7.8（32）

2017
ー
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2018 Season Staffs

5

セールスマネジャー
木米 貴久
1988/04/17

起業から海外経験まで圧倒的な
ビジネス能力を兼ね備える。

GM
篠田 悠輔
1991/03/01

経営コンサルティング会
社アクセンチュアの日本

法人で勤務経験。
当クラブの現地責任者と
してカンボジアサッカー

の発展に従事。

現地スタッフ
ウドン

1994/05/21
カンボジアサッカー協会との
連携を担当。コブクロ大好き。

現地スタッフ
ノイ

1993/01/16
三年間の日本留学経験を持ち、

日本語が堪能。

現地スタッフ
ラタナ

1987/03/20
オフィスのムードメーカー。

口癖はアイドル。

現地副責任者
モイ

1995/05/02
五カ国語を操る才女。

好きな日本の場所は六本木。
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2018 Cambodian Football 

Information 
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About Cambodian Football 2018
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✓ 本田圭佑氏、実質的代表監督電撃就任
2018年8月、元日本代表MF本田圭佑氏が、現役でプレーを続けたまま、実質的な監督としてカンボジ

ア代表を指揮することが決まった。就任会見では、「カンボジアのサッカーが目指すべきスタイルを作り
上げること。」また、「カンボジアのPR活動もしていくつもり。」と語った。同氏の就任を受けて、日
本国内でもカンボジアサッカーの注目度が高まってきている。アンコールタイガーFCとしてもその流れ
にはうまく便乗していきたい。ただし、これまでに現役選手が代表監督をするという前例がないことに加
え、カンボジアリーグのいちクラブのオーナー（Soltilo Angkor FC)が、そのまま代表監督も兼任すると
いうことで、懸念されることも多い。特に、代表選手選考や、クラブ間での情報の取扱いには公平さを求
めたい。
本田圭佑氏が監督に就任してから計3試合親善試合が終え、3戦2敗1分である。SUZUKIカップ（東南

アジアサッカー選手権大会）が今後控える中、熱狂的なサッカー人気のあるカンボジア全体を良い方向へ
とリードしていくことを、本田監督に期待したい。ちなみにアンコールタイガーFCからは代表選手が出
なかったが、用具スタッフとしてウドンが参加した。

✓ 2018カンボジア国内リーグ
最終戦前節にナーガワールドがボンケットFCのリーグ戦3連覇を阻み、優勝を決めた。ボンケットFCに

とって第21節は勝てば優勝への望みをつなぐ大事な一戦であったが、アンコールタイガーFCがホーム
シェムリアップで善戦し、相手の優勝可能性を閉ざした。
年々カンボジアサッカー協会のサポート体制が整い、広報面でも協会主導で様々な試みをしている。ま

た、各クラブも自前のスタジアムを所有する計画を打ち出すなど、リーグの成長スピードが年々加速して
いる。
また今年は日本サッカー協会からマーケティング担当の方がカンボジアに来訪し、マーケティングセミナーを開
催したり、カンボジアサッカー協会の幹部がJリーグクラブを訪問するなど、日本カンボジアサッカー間の交流な
ども実現した。



2018 Season Review
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2018

Metfone Cambodian League

Topic 4
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《第1節》3月4日シェムリアップスタジアム（HOME）

2018 MCL 1st leg Match Result

《第2節》3月11日オリンピックスタジアム（HOME）

《第3節》3月17日オリンピックスタジアム（AWAY）

《第4節》4月8日スバイリエンスタジアム（AWAY）

アンコールタイガーFC 0-1 ナショナルディフェンスFC

アンコールタイガーFC 0-2 ビサカFC ※今季1部昇格

ナガワールドFC 3-0 アンコールタイガーFC

スバイリエンFC 1-3 アンコールタイガーFC

観客数：2,496人

観客数：570人

観客数：約500人

観客数：約500人
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《第5節》4月22日オリンピックスタジアム（HOME）

2018 MCL 1st leg Match Result

《第6節》5月19日AEUスポーツパーク（AWAY）

《第7節》5月29日シェムリアップスタジアム（HOME）

《第8節》6月2日オールドスタジアム（AWAY）

アンコールタイガーFC 3-1 EDC（カンボジア電力公社）

AEU（アジアユーロユナイテッド） 2-2 アンコールタイガーFC

アンコールタイガーFC 2-0 ウェスタンプノンペンFC

ボンケットFC 4-0 アンコールタイガーFC

観客数：280人

観客数：約300人

観客数：1,319人

観客数：約400人
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《第9節》6月9日シェムリアップスタジアム（HOME）

2018 MCL 1st leg Match Result

《第10節》6月16日オリンピックスタジアム（AWAY）

《第11節》6月23日シェムリアップスタジアム（HOME）

アンコールタイガーFC 0-0 ソルティーロアンコールFC

ナショナルポリス 2-1 アンコールタイガーFC

アンコールタイガーFC 2-5 プノンペンクラウンFC

観客数：3,254人

観客数：約150人

観客数：1,855人

24

1st leg終了時点

リーグ順位9位（3勝6敗2分）



《第12節》7月1日アーミースタジアム（AWAY）

2018 MCL 2nd leg Match Result

《第13節》7月8日アーミースタジアム（AWAY）

《第14節》7月15日シェムリアップスタジアム（HOME）

《第15節》7月21日シェムリアップスタジアム（HOME）

ナショナルディフェンスFC 2-0 アンコールタイガーFC

4-1 アンコールタイガーFC

アンコールタイガーFC 1-1

1-1

観客数：約250人

観客数：約200人

観客数：887人

観客数：1778人

ビサカFC ※今季1部昇格

ナガワールドFC

アンコールタイガーFC スバイリエンFC
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《第16節》8月5日EDCスタジアム（AWAY）

2018 MCL 2nd leg Match Result

《第17節》5月19日シェムリアップスタジアム（HOME）

《第18節》8月18日RSNスタジアム（AWAY）

《第19節》8月26日シェムリアップスタジアム（HOME）

アンコールタイガーFC0-5EDC（カンボジア電力公社）

3-1アンコールタイガーFC

アンコールタイガーFC0-4

0-0アンコールタイガーFC

観客数：約100人

観客数：992人

観客数：約300人

観客数：711人

AEU（アジアユーロユナイテッド）

ナショナルポリス

プノンペンクラウンFC
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《第20節》9月16日ウェスタンスタジアム（AWAY）

2018 MCL 2nd leg Match Result

《第21節》9月23日シェムリアップスタジアム（HOME）

《第22節》9月30日シェムリアップスタジアム（AWAY）

アンコールタイガーFC1-3

2-2アンコールタイガーFC

アンコールタイガーFC0-0

ボンケットFC

観客数：約100人

観客数：4257人

観客数：約300人

ウェスタンプノンペンFC

ソルティーロアンコールFC

27

2nd leg終了

リーグ順位8位（5勝2敗4分）



前期成績一覧
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2018 MCL  1st leg Match Result

2018 Metfone Cambodian League 前期対戦結果

節 H/A チーム スコア チーム 勝分敗 得点者

第1節 HOME アンコールタイガーFC 0-1 ナショナルディフェンス ● ー

第2節 HOME アンコールタイガーFC 0-2 ビサカFC ● ー

第3節 AWAY ナガワールドFC 3-0 アンコールタイガーFC ● ー

第4節 AWAY スバイリエンFC 1-3 アンコールタイガーFC ○
岡本、ペアヤング、

アファ

第5節 HOME アンコールタイガーFC 3-1 EDC ○
岡本2、

ペアヤング

第6節 AWAY AEU 2-2 アンコールタイガーFC △ 林、岡本

第7節 HOME アンコールタイガーFC 2-0 ウェスタンFC ○
ペアヤング、
キャメルン

第8節 AWAY ボンケットFC 4-0 アンコールタイガーFC ● ー

第9節 HOME アンコールタイガーFC 0-0 ソルティーロアンコールFC △ ー

第10節 AWAY ナショナルポリス 2-1 アンコールタイガーFC ● 岡本

第11節 HOME アンコールタイガーFC 2-5 プノンペンクラウンFC ● タオ、ナリス



後期成績一覧
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2018 MCL  2nd leg Match Result

2018 Metfone Cambodian League 後期対戦結果

節 H/A チーム スコア チーム 勝分敗 得点者

第12節 AWAY ナショナルディフェンス 2-0 アンコールタイガーFC ● ー

第13節 AWAY ビサカFC 4-1 アンコールタイガーFC ● 岡本

第14節 HOME アンコールタイガーFC 1-1 ナガワールドFC △ 杉山

第15節 HOME アンコールタイガーFC 1-1 スバイリエンFC △ ペアヤング

第16節 AWAY EDC 0-5 アンコールタイガーFC ○ 杉山3、岡本2

第17節 HOME アンコールタイガーFC 3-1 ナショナルポリス ○
杉山、ペアヤング、

チョーイ

第18節 AWAY プノンペンクラウンFC 0-4 アンコールタイガーFC ○
杉山2、セイハ、

ペアヤング

第19節 HOME アンコールタイガーFC 0-0 AEU △ ー

第20節 AWAY ウェスタンFC 1-3 アンコールタイガーFC ○
ペアヤング、チョー

イ、ナリス

第21節 HOME アンコールタイガーFC 2-2 ボンケットFC △ 林、杉山

第22節 AWAY アンコールソルティーロFC 0-0 アンコールタイガーFC △ ー



2018 Metfone Cambodian League 最終順位表

順位 チーム名 勝点 勝 分 負 得失点

1 ナーガワールドFC 56 18 2 2 49

2 ボンケットFC 49 15 4 3 29

3 ビサカFC 45 14 3 5 30

4 ナショナルディフェンス 42 13 3 6 30

5 プノンペンクラウンFC 36 11 3 8 8

6 スバイリエンFC 33 10 3 9 11

7 AEU 30 8 6 8 2

8 アンコールタイガーFC 28 7 7 8 0

9 ナショナルポリス 25 7 4 11 -11

10 ソルティーロアンコールFC 20 5 5 12 -5

11 EDC 9 2 3 17 -59

12 ウェスタンFC 1 0 1 21 -84

順位表は下記の通り。
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2018 MCL Ranking



2018 MCL Goal Ranking in Angkor Tiger FC

杉山丈一郎 ペアヤング ナリス
林遼太
チョーイ

8 Goals 7 Goals 2 Goals

岡本一輝

8 Goals
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1st 1st 3rd 4th



2018 MCL Assist Ranking in Angkor Tiger FC

杉山丈一郎 コンペア チョーイ
深澤仁博 ペアヤング キャメルン

5 Assists 2 Assists

岡本一輝

6 Assists
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1st 2st 3rd



2018 MVP in Angkor Tiger FC

Angkor Tiger FC

MVP

後期からの加入だが、得意のロングパスだけでなく中盤で
闘う姿勢を見せてチーム全体を鼓舞した。

また、フンセンカップ準決勝では後半ロスタイムと延長戦
後半ロスタイムに両方とも特にフリーキックを直接決めて、
タイガーとして初の3位入賞に大きく貢献した。

写真はFKを決めた後。

授賞理由
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Ｎｏ ２０ ＭＦチョーイ



The most club who has fans and spectators 2018

2018シーズン終了後、カンボジアプロサッカーリーグ
が主催する「Cambodia Football Award」が開
催された。
その中で、アンコールタイガーFCは、「ファン・観客動
員数」ランキングで見事1位を受賞した。
この賞は、カンボジアリーグに属するクラブが積極的
に集客を行い、サッカー界の人気をさらに高めていく
ことを目的として、今年から新たに導入された賞で
ある。
アンコールタイガーFCは、最終節のボンケットアン
コールFC戦で4,000人を超える入場者数を記録
するなど、他のチームよりも観客を多く集めることに
尽力していることから、この賞を初受賞するに至った。

移転初年度は数百人であった観客数をわずか2年
足らずで10倍以上に増やしたことは快挙である。
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2018シーズン
「ファン・観客動員数1位」



2018 

Hun Sen Cup

Topic 4
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2018 Hun Sen Cup Schedule

MCLとは別のカンボジア国内カップ戦。カンボジア人のみ出場可能。日本の天皇杯にあたる大会。
昨年の成績はベスト8。(ラウンド制 / ホーム＆アウェー方式)

36

Round3
Round2勝者と昨年MCL順位7位以下のクラブが戦う。

Round4
Round3勝者と昨年MCL順位6位以上のクラブが戦う。
Angkor Tiger FC   VS Soltilo Angkor FC

Quarter Final
Round4の勝者同士が戦う。
Angkor Tiger FC   VS   Phnom Penh Crown FC

Semi Final
Quarter Finalの勝者同士が戦う。
Angkor Tiger FC    VS   National Police

Angkor Tiger FC 敗退。3位入賞。

Round1～2
地方のクラブ同士が戦う。

ベスト16進出クラブ

EDC FC vs プノンペンクラウンFC

ナショナルディフェンスFC Vs AEU FC

コッコン州代表 Vs ナショナルスポーツアカデミー

ナショナルポリスFC Vs キリボンFC

ウェスタンプノンペン FC Vs ボンケットFC

スバイリエンFC Vs ビサカ FC

アンコールタイガーFC Vs ソルティーロアンコールFC

ナーガワールド FC vs コンポット州代表

Final
Semi Finalの勝者同士が戦う。
National Police VS National Defense Ministry

CHAMPION

ベスト8進出クラブ

ナショナルスポーツアカデミー vs ナショナルポリスFC

プノンペンクラウンFC Vs アンコールタイガーFC

ボンケットFC Vs ナーガワールドFC

スバイリエンFC Vs ナショナルディフェンスFC

ベスト4進出クラブ

ナーガワールドFC vs ナショナルディフェンスFC

ナショナルポリスFC Vs アンコールタイガーFC

National Defense Ministry



2018 Hun Sen Cup Match Result

《ベスト16》７月11日,18日 シェムリアップスタジアム（HOME&AWAY）

3-2
(2-2)
(1-0)

アンコールタイガーFC

得点：ペアヤング2（AWAY）
：ペアヤング （HOME）

ソルティーロアンコールFC

1,2試合目共に試合を支配する内容だった。
シェムリアップに拠点を持つクラブ同士のダービーを制してベスト８進出。

《ベスト8》8月1日,8日 シェムリアップスタジアム,RSNスタジアム（HOME&AWAY）

4-4
(0-3)
(4-1)
PK○

アンコールタイガーFC

得点：キャメロン2
チョーイ２
（AWAY）

プノンペンクラウンFC

1試合目で大敗するも、2試合目で全てをひっくり返し、延長戦、PK戦でカン
ボジア最大の逆転劇を起こし見事勝利した。
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2018 Hun Sen Cup Match Result

38

《準決勝》9月2日 オリンピックスタジアム（中立開催）

アンコールタイガーFC 0-2 ナショナルポリス

アンコールタイガー初のタイトルを懸けて臨んだ一戦。リーグ戦、カップ戦を一気にこなす過密日程の中
選手たちは最後まで走りぬいてくれた。結果としては、負けてしまったものの、シェムリアップからプノンペン
まで応援に駆けつけてくれる大勢のサポーターも見られクラブの成長を感じた。

第3位
フンセンカップ



Pick Up Game

39ロスタイム同点弾 20チョーイ

カンボジア最大の逆転劇
8/8 フンセンカップ第二戦VS

PPC, 第一戦目0-3で敗れ絶体
絶命の状況。相手は格上にも関
わらず、チームは諦めることがな
かった。
前半7分、開始早々試合が動
き出す。7セイハーからのコーナー
に、11キャメルンがヘディングで合
わせ先制点。幸先の良い試合運
びであったが、その後は、攻め続け
るものの追加点が奪えない展開
が続く。その中でカウンターでピン
チを迎える場面なども目立ってき
た。そのまま、前半戦を終える。

後半開始後も前半同様の試

合展開となり、待望の追加点が
52分に生まれる。10ペアヤングの
クロスから11キャメルンによる二点
目が入る。試合も徐々にヒート
アップしていき、選手間で激しいプ
レーが見られるようになってくる。
それでもあと一点が遠い。一点
入れば、延長戦に持ち込むことが
できるが、相手チームもそれを許さ
ない。試合の針が進むにつれて、
選手の足が段々と止まってきたが、
タイガーの選手は終了間際まで
止まらない。

そして訪れたロスタイム。ゴール前
で得たフリーキック。キッカーは20
チョーイ。鋭く振りぬいた右足から
ゴールが生まれた。
なんとか延長戦に持ち込む。し
かし、防戦一方の展開から相手
にゴールを許してしまう。延長後
半ロスタイムの表示が出る。もうだ
めかと思われたが、それでも前に
進む選手たち。再びゴール前でフ
リーキックを得る。まさかとは思った
が、また20チョーイが決めた。
PK戦ではタイガーが5人中4人
決めて、歴史的逆転勝利を収め
た。



1 Child 1 Ball Project 
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1 Child 1 Ball Project 2018

シェムリアップにある孤児院・NGO・学校
約10件を訪問しました！

1 Child 1 Ball Projectは多くの個人会員様、法人会員様のご協力で成り立っております。
会員の皆さんの想いがカンボジアの子供たちの笑顔を作っています。応援ありがとうございます。

アンコールタイガーFCは、今後も定期的に1Child 1 Ball Project活動を行なっていきます。
子どもたち憧れの選手たちと出会い、その別れ際に、選手に抱きつき涙する子どもまで。

大きな笑顔とキラキラした瞳の子どもたちからは参加選手、スタッフもエネルギーをもらっています。



Home Town activities 
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Out of the Pitch Report

2018年 シェムリアップ活動レポート

3月

7月

9月

５月

アンコールタイガーFCはサッカーを通
じてシェムリアップの発展に貢献する
ことや、地域活性を目的として、スタ
ジアム内はもちろん、スタジアム外で
も様々な活動を行っております。

地域企業との提携や、街クラブと連携
することで街とともにあるクラブとい
う認識を広めて行けたらと思っていま
す。

また、体育の指導環境が整っていない
カンボジアでスポーツを楽しんでもら
えるきっかけになるように、サッカー
スクールや１C1Bなどを様々な学校で
実施しております。

来シーズンもサッカーだけに限らず、
様々な活動を行っていきます。

6月

4月

8月

KDDIサッカースクール 15歳契約

地域の大学との連携

A

C

E

提
携

ギネス記録達成

スポンサーイベント

Cotton Candy訪問



Out of the Pitch Report
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いつもお世話になっている
スポンサー様に感謝を込め
て、選手とのフットサル大会
と子供向けサッカークリニッ
クを開催しました。

試合が始まると、本気の
タックルをスポンサーの方に
いれる選手に、スタッフ一同
冷や汗でした。（笑）

それでもイベントは終始大
きな盛り上がりをみせ、外野
では一般人が大会を観るほ
どでした。

今後もこのようなイベントを
どんどん増やしていく予定な
ので、参加をお待ちしており
ます！



U-17 National Team Rozzan & SR3 Japan Trip

FW ROZZAN

日本に来る直前に足を怪我してしまい、初戦の日本戦でスタメンを外れたことは
とても残念です。これまで一緒にずっとやってきた仲間が目の前でプレーする姿
を見て、早くコンディションを整えてフルタイムで出場したいと強く思いました。
この悔しさを基にラオス戦では1ゴールを奪い、自分の自信になりました。
日本はとてもきれいで便利ですが、初めての海外生活で、カンボジアの家族・友
達がとても恋しいです。

出 身 地：シェムリアップ
生年月日：2001年3月18日
身長体重：161cm 51kg

◆ U-17 カンボジア代表に ロザン(17) 選出！！

10月、福島Jヴィレッジで行われたJENESY2018日メコンU-17サッカー交流大会にカンボジア代表として、
アンコールタイガーFCからFW16 ロザン が選出されました！代表で各国トッププレイヤーと対戦して得た
経験を今後、タイガーだけでなく、カンボジアサッカー界にまで活かしていってもらいたいです。

8月に昨年同様日本の高い水準の練習環境を経験するため、デイビット、ナレック、ドナ選手を日本遠征に
連れて行きました。船橋のサッカーチームで同世代の日本人と一緒に練習を行い、普段よりレベルの高い環
境や海外での異なる文化などを経験しました。
また、Jリーグの試合観戦や東京観光を行い、刺激的な遠征となりました。

◆ 15歳 SR3(デイビッド、ナレック、ドナ）日本遠征(2018年8月)
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Results of Other Activities 
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Internship from Japan

47

アンコールタイガーFCでは
短期・長期インターン生の受け入れを行っております。
2018年春～2018年秋の間では12名の学生が参加致しました。

短期インターン生には、
ミッション制の活動を課し、アンコールタイガーFCの認知度調査、
試合観客数増員に向けた集客案立案、ハーフタイムショー企画な
どを行ってもらいました。街頭アンケート等、実際にカンボジア
の状況を肌で感じてもらいながら最終日に企画提案のプレゼンテ
ーションを行ってもらいました。

長期インターン生には、
最初は短期インターン生と同じくミッション制の活動を課し、カ
ンボジアやカンボジアサッカーについて学んでもらいました。そ
の後、試合運営や広報活動、１C1Bなどの日常業務を行いながら、
グッズ考案・作成、企画立案など自分たちでゼロから考えて行動
してもらいました。

価値観や文化の違うカンボジア人選手やスタッフと一緒に作業し
何かを作り上げることは容易ではありません。しかし、学生の間
にそのような困難に挑めるチャンスはなかなかありません。その
ような困難の中、試行錯誤して答えを見つけ出す中が大きな成長
につながります。また、リアルなスポーツビジネスにこれほど深
く関われることも体制の整った日本ではできないものです。

興味ある方は是非ご参加ください！
http://www.cambodian-tiger.com/internship
インターンに興味のある方は上記ホームページ内インターンペー
ジを是非ご覧ください。

問い合わせ先：tiger@forward-inc.co.jp 担当：沖田、西村
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Results of Media Coverage



2018 Results of Media Coverage
カンボジア大手TV、スポーツメディアだけでなく、サッカーアースなどの日本メディアにも多く
取り上げていただいております。また、１C1Bプロジェクトがアメリカの有力雑誌に取り上げられ
るなど、多くの方にアンコールタイガーFCについて知ってもらえる機会を頂きました。
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Other information
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下記オフィシャルスポンサー、法人会員の皆様のお力によって支えられています。

株式会社ファイティングロード様

株式会社アジアン・アイデンティティ様

NT sport 様

◼ オフィシャルスポンサー

LOCOMO Co., Ltd. 様

◼ 法人会員

• 株式会社 インテグリティ様

• 株式会社 JAM 様

• 株式会社 やってん堂 様

• 株式会社 プロキャストカンボジア 様

• I-FINANCE LEASING PLC. 様

• OSFCP CO., LTD. 様

• 株式会社 フィールドマネジメント・ヒューマンリソース 様

• 株式会社 ピー・ディー・ネットワーク 様

• 株式会社 モルテン 様

• 株式会社 Gives 様

• 株式会社 RIGHT STUFF 様

• 株式会社 シガツツイタチ 様

Pocari Sweat
Cambodia 様

2018 Sponsor Information

Cambodian Impress
Service Co., Ltd. 様

株式会社みらいきれい 様

Arts Retail Trading Systems 
co.,ltd 様

株式会社リンクアンドモチベーション 様JTB Cambodia 様

株式会社 三笠製作所 様

横浜 Bar様
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Team Official Media
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Twitterチーム公式アカウント 『@Angkor_Tiger_FC 』
チームニュースから試合速報、「ぶっちゃけタイガー（仮）」の配信まで、幅広い内容を
ツイートしています。最新情報はこちらで！

Facebookページ「アンコールタイガー 」(日本国内向けページ)
Facebookページ「 Angkor Tiger Football Club 」(現地向けページ)
試合結果やチームに関する各種ニュースの情報を画像と共に詳しく投稿しています。
詳しい情報を知りたい方はこちらで！

Instagram公式アカウント 『@angkor_tiger 』

公式ウェブサイト 『 http://www.angkor-tiger.com/ 』
（ http://www.cambodian-tiger.com/ ）
チームの基本情報、選手や試合情報等を掲載している公式ホームページ。

YouTube公式チャンネル 『Angkor Tiger FC』
公式応援歌であるTiger Song PVやプロモーションビデオなどを配信しています。
現地の熱狂を映像を通して感じてください！

http://www.angkor-tiger.com/
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